
市
と
教
育
委
員
会
は

「
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
き
、
桂
七
福
さ
ん
に
よ

る
講
演
や
子
ど
も
の
作
品
展

示
を
行
い
ま
す
。

桂
七
福
さ
ん
は
、
上
方
落

語
家
四
代
目
桂
福
団
治
の
弟

子
と
し
て
入
門
。
い
じ
め
体

験
本
「
う
わ
ご
と
」
を
発
刊

後
、
人
権
を
テ
ー
マ
に
笑
い

と
心
に
し
み
る
落
語
・
講
演

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
徳
島
県
人
権
広
報
番
組

の
メ
ー
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

と
し
て
も
活
躍
中
で
す
。

【
講
演
】

日
時
＝
１２
月
６
日
㈯
午
後

１
時
３０
分
か
ら
（
受
け
付
け

は
、
午
後
１
時
か
ら
）

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
「
差
別
を
な
く
す

最
高
の
笑
顔
を
」
を
テ
ー
マ

に
、
落
語
家
の
桂
七
福
さ
ん

に
よ
る
人
権
落
語
と
講
話

費
用
＝
無
料

【
参
加
方
法
】

申
込
不
要
。
た
だ
し
、
子

ど
も
の
保
育
（
幼
児
）
を
希

望
す
る
人
は
、
１１
月
２８
日
㈮

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
【
作
品
展
示
】

市
内
の
幼
児
・
児
童
・
生

徒
の
人
権
に
関
す
る
感
性
豊

か
な
作
品
を
、
次
の
日
程
で

巡
回
展
示
し
ま
す

▼
１２
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

…
中
央
公
民
館
▼
１２
月
１０
日

㈬
～
１４
日
㈰
…
北
部
住
民
セ

ン
タ
ー
▼
１２
月
１７
日
㈬
～
２３

日
㈷
…
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

▼
人
権
啓
発
推
進
課
（
☎

６４
・
１
３
３
６)

▼
社
会
教
育

課
（
☎
６４
・
１
３
９
３)

「人権の花」水仙を
桃園小学校へ贈呈

「相手の立場になって考え、人
を思いやることができる心を持て
るようになってください」と、10
月 24 日に人権擁護委員の小畠壽
子さんと岡山稔さんが人権の花
「水仙」の球根 120 球・植木鉢 72
個などを桃園小学校へ贈りまし
た。子どもたちは、「みんなで大
切に育て、地域の人に喜んでもら
えるようにきれいな花を咲かせま
す」と受け取りました。

「人権の花」運動は、法務省が
水仙の花の栽培から鑑賞を通じ
て、人権意識の高揚を図るため
行っています。

人
権
擁
護
委
員

松
井
氏
を
選
任

市
の
人
権
擁
護
委
員
に
１０
月

か
ら
松
井
啓
二
さ
ん
（
大
住
ケ

丘
二
丁
目
、
６２
歳
）
が
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

１０
月
８
日
、
市
役
所
で
京

都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局
長

か
ら
委
嘱
状
の
伝
達
を
受

け
た
松
井
さ
ん
に
、
石
井

市
長
は
「
市
民
の
人
権
擁

護
と
人
権
意
識
の
高
揚
に
、

ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
今
後
の
活
躍
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
人
権
思
想
の
啓

蒙
啓
発
や
相
談
事
業
に
ご

活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬

称
略
）
＝
▼
松
井
啓
二

（
大
住
ケ
丘
）、
☎
６３
・

２
５
８
１
▼
岡
山
稔（
薪
）、

☎
６３
・
２
２
４
４
▼
小
畠
壽

子
（
大
住
）、
☎
６２
・
０
３
３
６

▼
上
村
清
彦
（
東
）、
☎
６２
・

３
５
３
７
▼
大
鉢
美
智
子
（
三

山
木
）、
☎
６２
・
２
１
６
８
▼
稲

川
康
子
（
普
賢
寺
）、
☎
６２
・

２
９
９
１

問
合
せ
先
＝
人
権
啓
発
推
進

課
（
☎
６４
・
１
３
３
６
）

プ
ラ
ン
タ
ー
に
球
根
を
植
え
た

ば
か
り
の
児
童
た
ち

委
嘱
状
の
伝
達
を
受
け
る
松
井
啓
二
さ
ん
㊧

落語家の桂七福さんが出演

　新生児を対象に
苗木プレゼント

田辺公園多目的運動広場では 11
月 3 日、緑化まつりが行われ、花や
樹木を求める多くの市民でにぎわい
ました（＝写真㊤）。
市は、パンジー苗の無料配付や新

生児を対象にナンテンやヒラドツツ
ジなど７種類の中から、保護者が選
んだ苗木をプレゼントしました。
新生児の誕生を記念に苗木を受け

取りにきた親子らは、石井市長から
手渡され、喜んでいました（＝写真
㊦）。

市民と学生が交流し
環境への取組を実践

同志社大学京田辺校地の学園祭「同志社
京田辺祭（ＡＤＡＭ祭）」が市民文化祭と
同日の二日間、同キャンパスで開かれまし
た。メーン会場では、田辺東・大住幼稚園
のお遊戯や田辺・大住中学校吹奏楽部の演
奏が披露されたほか、さまざまなアーティ
ストや若手芸人によるステージが繰り広げ
られていました。また、市民と学生がワー
クショップで進めてきた「リンリン♪タウ
ン京田辺」など市民が参加できるイベント
も多数用意され、訪れた親子連れなどが学
生との交流を楽しんでいました。
同祭は、大学と住民とのつながりを深め
ようと企画されたもので、今年で４回目。
昨年から国産間伐材を使った割りばしや
洗って再利用する「リユース食器」を模擬
店で導入しており、目標に掲げていた「環
境にやさしいお祭り」を実践していました。

作品展や舞台発表
日ごろの成果披露

11 月１・2 日に、田辺中央体育館や中
央公民館などでは、恒例の市民文化祭が開
かれ、サークルなどの作品展や舞台発表が
催されました。また、多数の模擬店が並び、
いけばな展や絵画展、文化講演会なども行
われ、多くの人が訪れました。
同体育館には館内いっぱいに展示ブース
が設置され、絵画・絵てがみなどの作品を
一同に展示。訪れた人は趣向を凝らした
作品や子どもたちが描いた絵などに足を止
め、熱心に見入っていました。
また、同公民館大ホールでは、京田辺市
歌謡昴会による歌謡発表で舞台が幕開け
し、ハーモニカ合唱や日本舞踊など 23 の
演目が披露されました。どの舞台も観客か
ら大きな拍手が送られ、子どもたちが出る
舞台では保護者たちが熱心にビデオ撮影し
ていました。

園児たちが遊技を披露

多くの参加者でにぎわうバーニングアート体験と

リンリン♪タウン京田辺㊧

中央公民館の大ホールでハーモニカ演奏するサークルのメンバー

緑化まつり

市民文化祭

ＡＤＡＭ祭

中央体育館に展示された作品などを見学する人たち

発行／京田辺市　〒 610-0393 京都府京田辺市田辺 80、☎ (0774)63-1122、℻ (0774)63-4781、 http://www.kyotanabe.jp/



絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

通
し
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
、
市
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
「
絵

本
を
楽
し
も
う
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
習
会
を
中
央

公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。

１０
月
２３
日
に
行
わ
れ
た

講
習
会
に
は
約
７０
人
の
親

子
が
参
加
。
図
書
館
職
員

が
絵
本
選
び
や
読
み
聞

か
せ
の
ポ
イ
ン
ト
、ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
の
開
始
時

期
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。子

ど
も
に
将
来
経
験
し

て
ほ
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
が

描
か
れ
た
絵
本
を
選
ぶ
な

ど
絵
本
の
選
び
方
や
、
子

ど
も
が
読
ん
で
ほ
し
い
と

き
に
一
緒
に
読
ん
で
あ
げ

る
な
ど
読
み
聞
か
せ
の

ポ
イ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
る

と
、
保
護
者
は
う
な
ず
き

な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
講
話
後
に
は
、

実
際
に
図
書
館
職
員
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

同
セ
ン
タ
ー
保
育
士
に
よ

る
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
と
手
遊
び
が
行
わ
れ
、

読
み
聞
か
せ
の
仕
方
を
学

び
な
が
ら
親
子
で
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

同
セ
ン
タ
ー
長
の
関
根

眞
治
さ
ん
は
、「
た
く
さ
ん

の
絵
本
の
中
か
ら
ど
ん
な

絵
本
を
子
ど
も
に
選
ん
で

あ
げ
た
ら
い
い
の
か
迷
う

お
母
さ
ん
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
講
習

会
は
今
回
初
め
て
で
す
が
、

お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
も
好

評
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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住生活総合調査に
ご協力ください
国土交通省では、都道府県・市町

村の協力のもと、12 月 1 日㈪に全
国で「平成 20 年住生活総合調査」
を行います。この調査は、住生活基
本法に基づく住生活の安定・向上に
係る総合的な施策を推進する上で必
要となる基礎資料を得るために、居
住環境を含めた住生活全般に関す
る実態や居住者の意向・満足度など
を総合的に調査するもので、5 年ご
とに行っています。今回は 10 月に
行われた住宅・土地統計調査（総務
省）に回答いただいた世帯の中から、
全国で約 10 万世帯を対象に行いま
す。京都府では、無作為抽出した約
2,700 世帯に調査をお願いします。
11 月 24 日㉁から 12 月７日㈰まで
統計調査員証を持った調査員が、対
象となった世帯を訪問しますので、
調査をお願いするみなさんには重ね
てお手数をおかけしますが、ご協力
をお願いします問計画建築課（☎
64-1341）

年末調整説明会
11 月 26 日㈬ 14 時～ 16 時、コ

ミュニティホール 宇治税務署に
よる平成 20 年分年末調整の説明問
宇治税務署（☎ 44-4141）

チップ材を無料配布！

碧水園▼チップ材を入れる袋、ス
コップなどは各自で持参してくだ
さい▼チップ材が無くなり次第、
終了します▼重機による積み込み
を希望する人は、1 回の配布につ
きブルドーザーのバケツ１杯まで
とします問環境衛生センター甘南
備園（☎ 62-4328）

自動車の省ｴﾈﾚｯｽﾝ

市は、公共緑地などの剪定樹木を
粉砕処理し、チップ化したものを無
料配布します。家庭菜園などで利用
を希望する市民の人は配布場所に直
接取りに来てください。12 月 6 日
㈯・7 日㈰ 9 時～ 11 時 30 分と 13
時～ 15 時、環境衛生センター天王

出展：㈶環境情報普及センター
「低公害車ガイドブック 2007」、
㈶省エネルギーセンター「家庭の
省エネ大辞典 2008 年版」問環境
課（☎ 64-1366）

ふとん丸洗いサービス
▼回収＝ 12 月 8 日㈪・9 日㈫

▼納品＝ 12 月 15 日㈪・16 日㈫
市内に在住する介護が必要な

満 60 歳以上の人で、在宅での寝
たきり期間が 3 カ月以上の一人
での外出が困難な人 ふとんの
丸洗いと乾燥 無料 11 月 27
日㈭まで問社会福祉協議会（☎
62-2222）

高齢者保健福祉
計画委員会を公開
12 月 1 日 ㈪ 14 時 か ら 行 う、

第 4 回市高齢者保健福祉計画委
員会を一般に公開します 市民
または高齢者サービスを利用して
いる人と家族 15 人（多数の場
合は抽選します） 11 月 28 日
㈮ 12 時まで。当日 13 時 45 分
までに会場にお集まりください問
健康介護課（☎ 64-1373）

’08 やましろのくに
11 月 29 日㈯ 12 時からと 30

日㈰10時から、社会福祉センター
人形劇、創作劇、手話劇、音

楽と語りなど。プロによる人形劇
もあります。両日「人形をつくろ
う」のコーナー（ 200 円）が
あります 子ども（4 ～ 18 歳）
800 円、大人 1,200 円問きょう
と児童青少年演劇まつりやまし
ろのくに実行委員会・太田（☎
68-2214）

京都ｅラーニング塾
府下市町村・府・大学で運営

するインターネットを利用して
受講する講座です。京都ｅラー
ニング塾の http://info.pref.
kyoto.lg.jp/el/ から申し込んで
ください【ｅラーニングで学ぶ
－いいとこ取り「源氏物語」】

「宇治十帖」に範囲を限定し、ス
トーリー展開の順に解説します。
講師は愛知淑徳大学常勤講師の外
山敦子さん 11 月 30 日㈰まで
▼インターネット講座…全 3 回

無料▼スクーリング…1 月 10
日㈯ 13 時 30 分から、源氏物語
ミュージアム 先着 50 人 500
円問京都文教大学フィールドリ
サーチオフィス（☎ 25-2630、

eln@po.kbu.ac.jp）【 大 山 崎
町建物探訪講座～近代の名建築
をめぐる～】 大山崎山荘美術
館などの近代建築を紹介し、そ
の価値に触れていただく講座で
す。講師は大山崎町職員。配信期
間は 12 月 31 日㈬まで 11 月
30 日㈰まで 無料問大山崎町生
涯学習室文化芸術グループ（☎
075-956-2101）

サンタが街にやってくる
12 月 23 日㈷ 18 時ごろから

市内に在住する就学前幼児 市
青年団員がサンタクロースの仮装
をし、保護者から預かったプレゼ
ントを子どもたちに届けます。サ
ンタクロ－スとの触れ合いによっ
て子どもたちに夢を与え、健やか
な育成を目指し行います 50 組

（多数の場合は抽選します） 1
人 300 円 往復ハガキの往信用
に「サンタ希望」・住所・氏名・
電話番号・子どもの名前と年齢・
自宅までの略地図を、返信用の表
に住所・氏名を書いて、12 月 5
日㈮（当日消印有効）までに送付
してください。なお、プレゼント
の事前持込については別途連絡し
ます。食品・生物・壊れやすいも
のはお届けできません。また、包
装などは主催者側ではできません
問京田辺市青年団（中央公民館内、
〒 610-0331 京田辺市田辺丸山
214、☎ 62-2552）

商工会嘱託職員を募集
市商工会は、嘱託職員を募集

します 商工会館の管理・案内・
取り次ぎおよび管理事務など。雇
用期間＝平成 21 年 4 月 1 日～同

ブシドー☆キッズ
武道を体験しよう
12 月 21 日㈰ 10 時から（受け

付けは 9 時から）、同志社大学デ
イヴィス記念館 小学校 1 ～ 6
年生 各種武道の体験（1 人 2 種
目）。剣道・居合道・合気道・日
本拳法・空手道・少林寺拳法・柔道・
相撲（希望通りにならない場合
もあります） 150 人 500 円

（付き添いの保護者は無料） ☎・
ハガキ・ＦＡＸ・メールで①体験希望
種目（8 種目の中から希望順位を
1 から 8 まで書いてください）②
住所③氏名④学年⑤性別⑥電話番
号⑦武道経験や子どもの体質など
⑧車で来場希望の人は、車種・ナ
ンバーを書いて 12 月 5 日㈮まで
に申し込み問「ブシドー☆キッズ」
実行委員会（地域 GP 推進室内、
〒 610-0394 京田辺市多々羅都
谷 1-3 嗣業館 2F、☎ 65-7003、
ＦＡＸ 65-7007、 jt-chii2@mail.
doshisha.ac.jp）

◎無名会（チャリティーゴルフ）
が福祉のために、20 万円。

◎上村勝さんが日本絵画（横江
智恵子さん作「ベテスダの花」）
を寄付。

教
育
委
員
会
は
、
冬
休
み
な
ど
に
留
守

家
庭
児
童
会
に
入
会
を
希
望
す
る
児
童
の

入
会
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
者
＝
市
立
小
学
校
に
通
学
す
る
小

学
校
１
～
４
年
生
で
、
冬
休
み
と
そ
の
前

後
の
給
食
未
実
施
期
間
中
に
保
護
者
が
仕

事
な
ど
で
保
育
す
る
人
が
い
な
い
家
庭
の

児
童開

設
期
間
＝
１２
月
１８
日
㈭
～
平
成
２１
年

１
月
８
日
㈭
。
た
だ
し
、
日
曜
日
・
祝
日

と
１２
月
２９
日
㈪
～
１
月
３
日
㈯
を
除
く

開
設
時
間
＝
▼
短
縮
授
業
中
…
放
課
後

～
午
後
６
時
３０
分
▼
冬
休
み
中
の
平
日
…

午
前
８
時
～
午
後
６
時
３０
分
▼
土
曜
日
…

午
前
８
時
～
午
後
５
時
３０
分

設
置
す
る
留
守
家
庭
児
童
会
・
人
数
＝

▼
田
辺
東
・
８０
▼
田
辺
・
８０
▼
草
内
・
４０

▼
大
住
・
４０
▼
桃
園
・
８０
▼
薪
・
６０
▼
三

山
木
・
４０
▼
松
井
ケ
丘
・
１
１
０

人
数
に
は
、
現
在
、
在
籍
し
て
い
る
児

童
を
含
み
ま
す
。
人
数
を
超
え
た
と
き
は
、

ほ
か
の
留
守
家
庭
児
童
会
へ
の
入
会
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
現
在
、
在
籍
し
て
い
る

児
童
は
改
め
て
申
し
込
み
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

費
用
＝
▼
負
担
金
…
３
千
３
６
０
円（
減

免
措
置
が
あ
り
ま
す
）
▼
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
料
…
５
０
０
円
▼
同
振
込
手
数
料
…

１
０
０
円

申
込
方
法
＝
社
会
教
育
課
ま
た
は
各
留

守
家
庭
児
童
会
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
、

保
険
費
用
・
就
労
状
況
証
明
書
（
父
母
と

も
必
要
）
な
ど
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん

受
付
期
間
＝
１２
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
～
正
午
と

午
後
１
時
～
５
時

問
合
せ
先
＝
社
会
教
育
課
（
☎
６４
・

１
３
９
３
）

国民年金は、現役世代が高齢者世代の生活を支える「世代間
扶養」のしくみで、老後を安心して過ごすための大きな支えと
なるものです。また、ケガや病気などが原因で障害の状態になっ
たときや加入者が亡くなったときなど、万が一のときに安心し
て過ごすための経済的な支えとなるものです。
年金を受け取るには、国民年金に加入しているだけでなく、
毎月の保険料を納めることが必要です。納め忘れがあると、将
来受け取れる年金が少なくなったり、受け取れなくなることが
あります。また、ケガや病気で身体に障害が残った場合に支給
される障害基礎年金や、加入者が亡くなったときに遺族に支給
される遺族基礎年金が受け取れなくなることもあります。
保険料を納め忘れている人は、早めに納付してください。な
お、2年を経過すると時効で納めることができなくなります。

●保険料の納付は口座振替で
納め忘れをなくすには、手間と時間が省ける口座振替が便利
で安心です。全国の銀行・信用金庫・農協・漁協・信用組合・
労働金庫で手続きできます。
なお、現金で納付する場合は、社会保険庁から送付される納
付書で金融機関・コンビニエンスストアで納めてください。
●納付が困難なときは免除制度などをご利用ください
経済的な理由により保険料を納めることが困難な場合には、
保険料の免除・納付猶予制度、学生納付特例制度がありますの
で、市民年金課または京都南社会保険事務所へご相談ください。
なお、免除・納付猶予・学生納付特例が承認されない場合も
あります。
問合せ先＝▼市民年金課（☎ 64-1333）▼京都南社会保険事
務所（☎ 075-643-2547）

てくてく
見て歩きの
会は、京田
辺市内を見

て歩こうというグループです。「京田辺の
良いところ ･悪いところ探し」と名付けた
エコ・ウォーキングでは、市民にも参加を
募って名所を巡り、穴場を探します。また、
歩きながら途中のゴミも拾っています。
第 1～ 6回は、市内の名所旧跡や知られ
ていない史跡を見てきましたが、9月に開
いた第 7回からは、「水」をテーマに歩い
ています。今回は、木津川に流れ込む河川
の調査や秋の七草を探しました。河川敷に
は 30 種類以上の草花が咲いていて、その
多さと美しさに約 30 人の参加者からは「新
しい京田辺を発見した」と感動の声が上が
りました。
第 8回エコ・ウォーキングは、1月に予
定しています。甘南備山周辺で手原川の源
流探しと真っ赤に色付くタマミズキの実を
鑑賞します。
問合せ先＝きょうたなべ環境市民パート
ナーシップ事務局（環境課内、☎ 64-1366）

22 年 3 月 31 日。更新あり。勤
務形態＝▼月～金曜日…17 時～
22 時▼土・日曜日、祝日…8 時
30 分～ 22 時（二交替制） 1
人 12 月 5 日㈮（必着）までに
履歴書を郵送してください問京
田辺市商工会（〒 610-0334 京
田辺市田辺中央四丁目 3-3、☎
62-0093）

かがやき
おせち料理教室
12 月 6 日㈯ 10 時～ 14 時、中

央公民館 元調理師学校講師の
寺尾明子さんによるおせち料理教
室。エプロン・三角巾・ふきん 1
枚を持参してください 先着 25
人（会員を優先します） 1,500
円問京田辺ネットワークの会かが
やき・谷村（☎・ＦＡＸ 63-2778）

ピ
ン
を
左
右
に
よ
け
な
が
ら
走
行

自転車走行の知識と技術を競う
市内 7小学校から40人の児童が
参加した交通安全子ども自転車大
会が10月 26日、田辺中央体育館
で行われました。この大会は、競
技を通じて、子どもたちに自転車
安全走行の知識と技術を身につけ
てもらおうと開かれました。

学科テスト後の走行テストで
は、「前よし。後ろよし」と元気
よく周囲を確認。右左折・停止の
合図を手信号で正確に行っていま
した。子どもたちは緊張した面持
ちでしたが、走行を終えると、ほっ
とした様子で声援を送る家族や友
達に笑顔を見せていました。

山手東自治会が
交通安全活動で受賞
山手東自治会が京都府交
通対策協議会表彰を受賞。
交通安全意識の高揚・普及
活動を積極的に推進し、地
域の交通安全に取り組んだ
ことが評価されました。

石井市長に受賞報告を
する里井自治会長ら

イスラエルのエルサレム
にあるベテスダの池に生え
る草花を文様のように描い
た作品。市の木である「南
京はぜ」が華麗に描かれて
います。

横
江
智
恵
子
さ
ん
作

「
ベ
テ
ス
ダ
の
花
」

市内から秋の褒章で瑞
宝中綬章 1人、瑞宝単光
章 1人、危険業務従事者
叙勲で瑞宝双光章 1人、
瑞宝単光章 2人が受章さ
れました。

★秋の褒章
【瑞宝中綬章】
清野住和さん

【瑞宝単光章】
中井敏二さん

★危険業務従事者
　叙勲
【瑞宝双光章】
立元成功さん

【瑞宝単光章】
安達肇さん
吉本政夫さん



薪小学校 6年生の北村裕太さんが川柳の部で
見事入選し表彰されました（=写真）。
北村さんは、「作品は、一休寺で仏様の絵を
描いているときに思いつきました。受賞すると
は思っていなかったので、びっくりしました」
と受賞の感想を話してくれました。

空
は
突
き
抜
け
る
よ
う
に
青

く
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
文
字
は

暑
さ
で
歪
ん
で
見
え
た
。

高
校
野
球
地
区
予
選
、
決
勝

七
回
の
裏
。
一
点
リ
ー
ド
で
迎

え
た
二
死
満
塁
の
ピ
ン
チ
。
こ

の
試
合
最
大
の
山
場
に
球
場
は

異
様
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。

僕
ら
は
、
タ
イ
ム
を
取
り
マ

ウ
ン
ド
に
集
ま
っ
た
。

ス
タ
ン
ド
の
ざ
わ
め
き
が
や

け
に
遠
く
に
感
じ
ら
れ
た
。
真

夏
の
連
戦
、
極
度
の
緊
張
の
連

続
に
、皆
の
顔
は
疲
れ
て
い
た
。

ベ
ン
チ
か
ら
伝
令
が
走
っ
て

き
た
。
彼
は
、
一
度
も
試
合
に

出
た
こ
と
が
無
い
。
ピ
ン
チ
に

な
る
と
監
督
の
指
示
を
全
力
で

走
っ
て
伝
え
に
く
る
、
そ
れ
が

彼
の
役
目
だ
。
そ
の
時
も
彼
は

全
力
で
、
そ
し
て
や
っ
ぱ
り
笑

顔
で
走
っ
て
き
た
。

僕
ら
は
彼
を
急
か
し
て
、
監

督
の
指
示
を
聞
い
た
。

伝
令
の
彼
は
言
っ
た
。

「
ご
め
ん
、
走
っ
て
く
る
間

に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
」

呆
然
と
す
る
僕
ら
に
、
彼
は

笑
い
な
が
ら
続
け
た
。「
そ
ん

な
こ
と
よ
り
帽
子
を
取
っ
て
み

ろ
よ
」。

僕
ら
は
言
わ
れ
る
が
ま
ま

に
、
帽
子
を
と
っ
た
。

そ
し
て
ひ
さ
し
の
裏
を
見
つ

晩年を本市で過ごした一休和尚
にちなみ、観光協会が全国から作
品を募っていた「一休とんち大賞」
の入賞作品が決定。11月 2日に表
彰式を行いました。
今回は、日常生活の風景を素直
に表現したものや、現代の世相を
ユーモアに表した作品 949 点が
集まり大賞・優秀賞など 15 作品
が選出。
大賞の京都府知事賞には、こば
なしの部で望月要さん（大阪府大
阪市）、エッセイの部で三上和輝
さん（大阪府箕面市）、川柳の部
で高畑潤さん（東京都多摩市）が
選ばれました。

平成20年（2008年）11月15日 広報 ＜ 4＞

広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

「
息
子
の
成
績
が
伸
び
な
い

の
は
、
授
業
の
レ
ベ
ル
が
低
い

か
ら
で
す
」

校
長
と
教
頭
を
前
に
し
て
、

彼
女
は
も
う
二
時
間
以
上
も
熱

弁
を
ふ
る
っ
て
い
た
。

「
担
任
を
か
え
て
く
だ
さ

い
」「

分
か
り
ま
し
た
。
検
討
い

た
し
ま
す
」

最
後
に
は
校
長
に
頭
を
下
げ

さ
せ
、
彼
女
は
満
足
し
て
家
路

に
つ
い
た
。
子
ど
も
の
た
め
に

よ
り
良
い
環
境
を
要
求
す
る
の

は
、親
と
し
て
当
然
の
こ
と
だ
。

家
に
帰
っ
た
彼
女
は
、
息
子

が
知
ら
な
い
男
女
と
一
緒
に
リ

ビ
ン
グ
に
い
る
の
を
見
て
目
を

丸
く
し
た
。

「
そ
の
人
た
ち
は
誰
な
の
」

『
小
学
生
の
～
』
と
タ

イ
ト
ル
に
は
あ
り
ま
す
が
、

実
は
「
ま
ぜ
る
、
溶
か
す
、

レ
ン
ジ
で
チ
ン
す
る
」
な

ど
、
日
ご
ろ
料
理
を
し
て

い
て
そ
う
な
る
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
な

ぜ
と
問
わ
れ
る
と
答
え
ら

れ
な
か
っ
た
、
理
科
オ
ン

チ
の
大
人
に
こ
そ
有
意
義

な
本
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
は
日
ご
ろ
、

食
べ
も
の
で
遊
ん
だ
り
す

る
と
叱
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
こ
の
実
験
は
最
後

に
は
ど
れ
も
お
い
し
く
楽

し
く
食
べ
ら
れ
る
の
で
大

丈
夫
。
い
ろ
ん
な
食
材
や

調
理
器
具
に
触
れ
る
こ
と

の
で
き
る
お
料
理
の
入
門

書
で
も
あ
り
ま
す
。
一
度

挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

『小学生のキッチンでお
やつマジック』
村上祥子／料理制作・監修
学習研究社／発行

腰痛改善のための水中ウォーキング（後編）を紹
介します。
腰痛の改善には、腹筋の強化と腰部の筋肉のリ
ラックスが必要です。
⑦「ヒザ回し前歩き」～太もも・脇腹の強化～
ヒザを横から前に回しながら、前向きに進みます。
⑧「抱え込みジャンプ」～脚・腹部の強化～
ジャンプして、両ヒザを腕で抱え込みます。
⑨「かかとタッチ（サイド）」～腹部の強化＆シェ
イプアップ～
ヒザを曲げて脚を横に上げ、同じ側の手でかかと
を触ります。左右交互に行います。
⑩「かかとつかみジャンプ」～腹部・でん部の強
化～
両脚を肩幅より広めに開いてジャンプし、背中側
で両手でかかとにタッチします。
ほかの運動と同様に、運動の前後にはウォーミン
グアップ（プールサイドでバタ足をしたり、脚を回
したり、水を蹴り上げたり、首・肩・腕などのスト
レッチを行います）や、クールダウン（脚・腰・腹
部・肩・腕・でん部・体側・首のストレッチを行い、
最後に大きく深呼吸を行う）を行いましょう。
次回は、肩こり改善に効果のある水中ウォーキン
グ法を紹介します。
問合せ先＝田辺公園プール（☎ 65-3113）

【川柳の部　佳作】
京田辺市・北村裕太さん

仏とは　見えぬ姿に　力あり

問
い
つ
め
る
彼
女
に
、
息
子

が
答
え
た
。

「
新
し
い
両
親
だ
よ
」

絶
句
す
る
彼
女
に
、
息
子
は

冷
静
に
続
け
た
。

「
僕
の
成
績
が
伸
び
な
い
の

は
、
親
の
レ
ベ
ル
が
低
い
か
ら

な
ん
だ
。
だ
か
ら
、
親
を
か
え

た
ん
だ
よ
。
よ
り
良
い
環
境
を

要
求
す
る
の
は
、
子
ど
も
と
し

て
当
然
の
こ
と
だ
ろ
？
」

め
た
。
僕
ら
は
、
ひ
さ
し
の
裏

に
、
自
分
自
身
に
対
し
て
の
言

葉
を
マ
ジ
ッ
ク
で
書
き
こ
ん
で

い
た
。「
自
分
を
信
じ
ろ
」「
真

向
勝
負
」「
堅
守
」、
そ
れ
ぞ
れ

の
言
葉
を
書
き
込
ん
で
い
た
。

ふ
と
、
伝
令
の
彼
の
帽
子
に

目
が
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
こ
う

書
か
れ
て
い
た
。「
友
を
信
じ

て
走
る
」。

試
合
に
出
る
こ
と
の
で
き
な

い
彼
は
、
僕
ら
を
信
じ
る
こ
と

し
か
で
き
な
い
の
だ
。
僕
ら
は

顔
を
見
合
わ
せ
た
。
そ
し
て
、

大
き
く
一
度
だ
け
声
を
掛
け

て
、そ
れ
ぞ
れ
に
散
ら
ば
っ
た
。

結
局
、
試
合
は
逆
転
で
負
け

て
し
ま
っ
た
。
人
目
も
は
ば
か

ら
ず
に
泣
い
た
の
を
覚
え
て
い

る
。あ

の
時
、
伝
令
の
彼
は
本
当

に
監
督
の
指
示
を
忘
れ
て
い
た

の
か
。
そ
の
後
一
度
だ
け
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。彼
は
言
っ
た
。

「
ど
う
だ
ろ
う
な
。
そ
の
こ

と
自
体
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た

よ
」。爽や

か
な
夏
の
終
わ
り
。

通知表　空気を読んで
そっと出す

不要な入れ歯を社会のために
社会福祉協議会は、使わなくなった入れ歯の
回収をしています。回収ボックスは、社会福祉

センター、コミュニティ
ホール前、老人福祉セ
ンター常磐苑・宝生苑
の 4 カ所に設置。不要
な入れ歯は、汚れを取
り除いて熱湯・消毒剤
で消毒しポリ袋に入れ、
回収箱BOXへ。
回収された入れ歯の
貴金属を集めてリサイ
クル。その収益が同会
や日本ユニセフ協会に
寄付され、地域福祉、
飢えや病気に苦しむ世
界の子どもたちへの支
援に役立てられます。

　社会福祉センターの回収
　ボックス


